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 ② 開発改良･設計段階 

  品質表より抽出されたネック技術に対し，ＰＤＰＣ法で最適解決策を立案できるよう

になった。また，「ネック技術解決対策書（Ｔ３）」によってネック技術解決のためのプログ

ラム策定から標準化までの具体的活動が明確になった。 

  基本設計にあたり，ＦＭＥＡやＦＴＡの活用により予防処置ができるようになった。

目標とする開発品質を確保するため「設計目標管理表（Ｔ４）」で品質特性と目標値および

合否判定基準を明確にし設計の検証をできるようにした。また，個別製品の改良開発に

おいては，統計的手法も活用し，既に得られているデータを効果的に使っている。 
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図 8.2.6 「（Ｔ７）新技術開発７つ道具」によるネック技術の解決と品質向上 

 ネック技術解決のＰＤＰＣ 
（流動化処理プラント＜解泥機能＞） 

重力式攪拌型式  掻揚げ式撹拌型式  

× 

解泥能力 150ｍ３/h，解泥率 95%達

解泥型式の選定  

…  

…  

…  

…  
所要機能確保 

強制2軸ミキサー 

ネック技術解決 
対策書

開発製品名称
流動化処理

プラント 

 

実施計画 
    

    

機構名 解泥機選定 品質特性 能力 150m3/h     

    

 

 

 

 

ネック技術 
項 目  達成目標 現ﾚﾍ゙ ﾙ 

ネック要因 解決策  採否  実施結果 標準化  

Ⅰ掻揚攪拌
１強制2軸 
   ミキサー

1)解泥効率 大 土質に合

わせ任意 
駆動方式 採用  実証実験 解泥機選

定基準 
解泥土質

に合せら

れる機構

2)解泥容量 
       ｍ３/Ｂ 

最大 
6ｍ３/B 

5m3/B< 

 構成品別ＦＭＥＡチャート 工

種

流動化処理プラント  
解泥ブロック 

構成品信頼性ブロック図 機 能  故障モード 推定原因 不良の影響 評   価  予防対策 

土砂供給設備  

ＷＺ供給設備  

ＷＺｻｲﾛ容量 

…………  

…………  

要求

品質

調整泥土  
 製造量，フロー値  

土砂ﾋ゙ ﾝｽｸﾘー ﾝ ｵｰﾊﾞｰｻｲｽﾞ

取除 
スクリーンが

目詰まりする 
バー間隔

が狭い 
土砂供給

量不足 
Ⅱ 原土より

間隔調整 

等級  C1 CM…  C4

５ … ４3.0 

…………  

予防処置が確実に

とれるようになっ

た。 

最 適 解 決 策

を 見 つ け ら

れ る よ う に

なった。 

設計品質目標管理表  開発プロジェクト名：流動化工処理プラント 

項   目  インプット アウトプット
合否判定  
基    準  

合  
否  

設計検証

要求機能ｱｲﾃﾑ 品質特性       
土砂供給設備        

投入ホッパー ビン容積  １０ｍ３ １２ｍ３ １０ｍ３＜ 合  ﾊﾞｯｸﾎｰにて

スクリーン  スクリーンサイ

ズ  
□ 

１５０mm

□ 

２５０mm 

□ 

１５０mm 否  
供給間に合

わず  
………  ………  ……… ……… ………  …  ……  

ＷＺ供給設備        
サイロ能力 ストック容積 ２００ｍ３ ２００ｍ３ ２００ｍ３＜ 合  実質容積

………  ………  ……… ……… ………  …  ……

     検証判定  
     合格不合格

解決のための日程から

標準化までの具体的活

動が明確になった。 

開発品質目

標確保のた

めの品質特

性と合否判

定基準を明

確にした。

設計品質の検証が確実に

できるようになった。 

品質表より機構

展開の品質特性

を反映した。 

Ｔ３ 

Ｔ４



― ４１ ― 

 ③ 検証･評価段階 

  試作や初期稼動のデータ採取・分析にあたり，Ｑ７，Ｎ７や回帰分析などの統計的手

法を活用し効果的な実証実験・初期稼動を行っている。得られた情報から，開発トラブ

ルの低減のため「不良解析シート（Ｔ５）」により，トラブルの根本原因を追究し技術標準な

どで再発防止処置を確実にするとともに，「開発品質評価表（Ｔ６）」で設計品質の検証と

評価を行なっている。さらに「開発不具合工程分析表（Ｔ７）」により，開発プロセスの弱

点にシステム的な対策をとり，しくみの強化を図っている。 

  この事例では，さまざまな建設残土のリサイクルによる有効活用のみならず，埋め戻

し工の省力化にも効果ある魅力的技術を創出することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2.7「Ｔ７」（新技術開発７つ道具）による開発品質の向上としくみの強化 

 設計・技術審査票 

顧
客
名

出
席
者

本社関係者  支店・現場  

工
事
名

作成日

実施日
流動化処理  

端山，新井  兼述,大森,白相 

検証項目  
(インプット事項) 

検証項目  
(インプット事項) 状況・評価  

合･

否

審
査
の
内
容

１．最新の 
顧客要求 

６．使用材料  
流動  

        開発品質評価表 
開発ＰＪ名 流動化処理プラント  区分 実施施工評価 

総評 
９５ 

総合評価基準 
所用品質調整泥土量生産

記事：  
所要時間１００sec確保 

要求品質／ 
品質特性 

目  標  判    定  
評  価 
条  件 

従

来

機

比

較 
特性  目標値 

試 験

結果 
重要

度 
良

否  
因子/…/
方法等 

ビン能力 切出量 550T/H 600T/H ５ ○ 

幅広土

質への

対応性 

 

B/C 能力 搬送量 550T/H 600T/H ５ ○ 
運転性,

信頼性 

 

ｽｸﾘー ﾝ能力 

時間 30sec 30sec ５ ○ 
運転様

式固定 

 

効率 95% 98% ５ ○ 

#20mm

通過時

間

 

実証実験 

Ｑ７/Ｎ７，統計手法 統計手法によるデータ解析 

不良解析
シート

品名

内容

製番又は機番 

報告  承認  作成  対策  回答日

98 年 99 年 1
月

クレーム
内不良○  

不具合現象（図解） 直接的要因 左記の要因
発

生

原

因

工
程
区
分

不具合を
した工程

不具合を
させた工

程 

不具合を
すべき工

程 

流

出

原

因

流動化処理

分級ライントラブル多発 

振動スク～目詰
り
振動スク～閉そ
く
スクリューフィ
ー

泥土のリーク

Ｖベルトスリッ
プ

スクリューフィーダー，高負荷が
起因するトラブル 

目詰り 
閉そく 

トラブルの根本原因

を追求し，技術標準

へ反映し再発防止が

確実になった。

開発不具合工程分析表 

見
逃
件
数 

T7 … T1  T1 … T7 
本 稼

働 
… 

企画
発見した工程 発生させた

工程 
企画

… 本稼

働 

本
稼
働 

�Ũ

要
求
品
質 

開
発
企
画 

発見すべき工程 

開
発
企
画 

要
求
品
質 

… 
本
稼
働 

     
T1 開発企画 

開発企画     
     要求品質     
      … …     
０ １０           
４３ ５３ …   件   数    …  

試 作 機 ・ 実 機

に お け る 開 発

品 質 の 評 価 を

行う。

技術集団結集で

技術審査が充実

した。 

Ｔ型マトリックスによる不具

合工程を分析することで，開

発プロセスの弱点把握ができ

るようになり，システムが強

化できた。 

Ｔ７

Ｔ６

Ｔ５
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